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    年  月  日 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （Ａグループ） 

日時点 ２０１５年  ２月 ２５日 

メンバー 牧、増田、小川、近藤、小橋、中島 

大きなテーマ 知立駅を活かした魅力あるまちづくり 

 

取組のタイトル 知立駅における活動できる・交流できる場所の確保 

現状  知立駅は便利な交通結節点として、現在も多くの人が利用しています。 

知立駅が新しくなるのを契機に、多くの市民や外から訪れる人が、    

鉄道利用以外の目的でも知立駅に集まり、まちに出て活動してもらうため

に、協働の立場でまちつくりに取り組み、知立駅と周辺の魅力を高めて行

こうとする視点が不足していると思われます。 

解決したい課題 

 

① 知立としての風情や人間味、歴史や文化を大切にする視点を具現化 

する駅周辺のまちづくりの実現 

② 子供、女性、お年寄りにやさしいまちづくりの実現 

解
決
の
方
法 

どこで 
知立駅前および知立駅周辺 

 

どんなことをす

るか 

（１） 課題①の具現化については 

※こんな事をするから一緒にやりましょうよ！ 

  Ａ：駅前開発中の空地を利用したイベント開催があります。 

Ｂ：『知立駅周辺再開発の目玉ビル』の空スペースを利用した 

イベント開催があります。 

   （イベント具体例） 

      ＊道の市 

＊熱気球 

＊カートでの実践交通教育(子供＆年寄) 

＊クラシックカー、レースマシンの展示 

      ＊吹奏楽、ジャズ、フォーク、たいこ、ミニＳＬ 

      ＊各種コンテスト (ダンスコンテスト、マスコットキャラクターコンテスト) 

      ＊こどもフェスティバル 

      ＊<ちりゅっぴ> の広報活動(Ｂグループと連携) 

      ＊外国の方が主催するイベント 

＊伊勢のおかげ横丁や金沢の近江町市場を参考にした 

フリーマーケットイベントを行う 

（２）やさしいまちづくりの実現をするためには 

・学生などいろいろな方たちに意見を聞く必要がある 

   愛教大、山本学園など、その他 

・こどもまちづくり委員会の結成なども良い 



    年  月  日 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

ま ち づ く り 委

員会の役割 

[事例研究会](仮称)の発足における中心的役割を担う。 

※(解決の方法)実施に向けて、まず幅広い層の人々の参加をうながし 

モデルケース、モデルエリア等を施行する。 

 

地域組織・市

民活動団体な

どの役割 

事例研究会メンバーとしての参画 

（例）＊愛教大、山本学園、知立高校、知立東高校 

   ＊旧まちづくり委員会メンバー 

   ＊関連するＮＰＯ法人・ボランティアグループ 

 

市民の役割  

同上 

 

企業の役割  

主旨に賛同する企業の掘りおこしから始める 

行政の役割 （１）事例研究会に対しての積極的な支援と参画 

（２）まちづくり委員会と事例研究会との性格づけ（関連性）を 

   始めとする諸問題解決における協同策定を実施して行きたいと 

   考えております。 

 

 



平成２７年 ２月２５日 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （ B グループ） 

日時点  平成２７ 年  ２  月  25 日 

メンバー 岩堀嘉仁、竹内讙戈、倉知紀子、杉浦葉子、（辻村文良） 

大きなテーマ 市外の人が何度も訪れたくなるまちづくり 

 

取組のタイトル 観光素材（名所、旧跡、お祭り、イベント等）の 

「掘り起し充実」と「大々的観光 PR 戦略」の展開 

現状  ★現在の知立には、他市よりも優れた「観光、イベント」がある 

 (1)知立の観光名所、旧跡（知立神社、八橋杜若、弘法山…他） 

 (2)知立の祭り、イベント（知立祭り、杜若祭り、花菖蒲祭り、秋葉） 

 (3)知立の名産物（あんまき、うなぎ、ところてん、とりめし他） 

 （注）これらの事が、市外は勿論、市民にもあまり知られていない 

 

解決したい課題 

 

(1)上記の現状課題をもっと多くの市民、市外の人に知って 

  もらいたい 

(2)一人でも多くの人が何度でも知立市を訪問したくなる様な 

  『大々的 PR 戦略』の展開 

 

 

解
決
の
方
法 

どこで 

(1)『市民⇔行政⇔政・財界』の三位一体で協議 

 

(2)『PR戦略』拠点での展開 

どんなことをす

るか 

①「知立観光 PR プロジェクトチーム」の設立・展開 

各パート（市民有識者、知識人、各種団体）等の集団より 

   募集、選択。 

②PR拠点としての「観光 PR 事務所」の早期設置 

③知立マスコットキャラクター「ちりゅっぴ」を尖兵とした 

 観光 PR立体作戦、「ちりゅっぴ応援隊」の結成と活動 

 （例）ちりゅっぴ誕生会、ちりゅっぴ音頭・踊り、特別 PR隊 

    ちりゅっぴの家、ちりゅっぴ握手会…他 

④「年間祭り・イベント総合カレンダー」の作成 

  （注）資料別紙 

 各種イベントには「ちりゅっぴ」に参加して頂く 

  ～ちりゅっぴに会いに行こう～ 

  



平成２７年 ２月２５日 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

ま ち づ く り 委

員会の役割 
『知立市観光 PR プロジェクトチーム』の設立と運営展開に対して 

他部門（行政及び各種団体）との協働による 

『積極的、中心的役割』を果たす 

 

 

地域組織・市

民活動団体な

どの役割 

『知立市観光 PR プロジェクトチーム』への参加 

観光地（名所・旧跡等）及び祭り、観光イベントに関連知識を 

持っている各種団体 

市民の役割 
★ 知立市の名所・旧跡を熟知し 

★ 一人一人が「知立市広報マン」として 

★ 『知立市観光 PR 隊ボランティアグループ』の結成、参加 

 

企業の役割 ★ 知立市 PRイベントへの積極的参加 

★ 「ちりゅっぴ」の積極的活用による知立 PR 

（例）・社内イベントにちりゅっぴを呼ぶ 

    ・お菓子などの産物にちりゅっぴの刻印をする 

    ・ちりゅっぴを特別顧問として雇う…等 

行政の役割 ★ 知立市観光 PRプロジェクトチームに対する 

『積極的参加』と『アドバイス』 

★ 行政内の各課（文化関係）との総合作業 

★ 縦割り行政の改善、改革 

（例）文化課、都市計画課等の連動作業による対応 

★行政の積極的活動（企画力、行動力、スピード） 

 





①知立市観光PR年間カレンダー（案）

～知立の代表的「名所・旧跡」、「お祭り・イベント」、「ちりゅっぴスケジュール」を記載～

②知立市マスコットキャラクター「ちりゅっぴ」の活用企画案

（１）「観光PRカレンダー」総合案内キャラクターとしての活動

市内イベントには全て参加し、年間スケジュールを立てる

（２）行政での活用（市外対策）

市民（子供など）からちりゅっぴ活用方法のアンケート等

（３）市民での活動

ちりゅっぴに入る人を募集（ボランティア）等

（４）企業での活動

一日社長、一日所長など

（５）いつでも会えるキャラクターに

「ちりゅっぴはどこに行けばあえるの？」（3歳）という子供が多数

６．花菖蒲まつり
７．知立よいとこまつり
８．秋葉まつり

5/2、3

知立神社
遍照院

弘法笑店街
無量寿寺（本殿、業平毎歳忌）

９．その他　名所・旧跡・イベント（東海道松並木、馬市…等）

知立神社（本殿、多宝塔、茶室）山車、からくり他

知立神社外苑
市役所周辺
知立神社

５．知立まつり

8月中旬
9月中旬

1月中
毎月命日

毎月
4/27～5/26

<<参考資料>>

お祭り・イベント 日程 名所・旧跡

5/25～6/20

１．初詣
２．知立弘法
３．道の市
４．杜若まつり

14:00～
遍照院

14:00～
市役所前

初詣（知立神社）

22:00～
知立神社

12:00～
知立神社

4
赤口

5
先勝

･･･ ･･･ ･･･ 30
仏滅

31
大安

ちりゅっぴ誕生日会
弘法さん
道の市

知立よいとこ祭り

14:00～
パティオ知立

弘法さん
道の市

14:00～
遍照院

THU FRI SAT

28
大安

29
赤口

30
先勝

31
友引

1
先負

2
仏滅

3
大安

SUN MON TUE WED

普通のカレンダー
大人が使いやすいように空白を多くする
ごみの分別等の情報もあると良い

知立市のお祭り・イベント情報を掲載

ちりゅっぴのスケジュール情報を掲載

～ちりゅっぴに会いに行こう～



    年  月  日 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （ｃグループ）  

日時点   ２７   年  ２   月  ２５ 日 

メンバー 藤井、松川、山中、渡辺、兼子 

大きなテーマ 暮らしやすい地域づくり 

 

 

取組のタイトル 「池鯉鮒塾」を設立する。(仮称) 

（みんなが参加できる地域活動の推進 

 

現状  団塊の世代が定年を迎え、高齢者と言われる世代が急増しています。 

わが知立市でも毎年、高齢者人口が急激に増加しています。高度成長社会

の担い手として懸命に働き、誰もが必死で家族を養ってきた人々です。仕

事に追われ、地域行事に参加が少なかったが、今、やっと時間に余裕もで

き、地域活動に貢献をという気持ちはあるものの、既存の地域の組織へは

新参者のようでなんとなく参加しづらく躊躇します。外出の機会も少なく、

人と会うこともめっきり減ることにより、閉鎖的な生活になりがちです。 

 団塊の世代の新しい高齢者たちが、今、地域社会に新たな旋風を起し、

自分たちで、自分たちのための新しい高齢者社会を築くことにより、若者

たちが、自分たちもあんな有意義な人生を全うしたいと思うような崇高な

高齢者になりたいものです。そこで、そのために普段の自己健康管理はも

とより、特に認知症の予防には回想法を活用して、一人でも多くの人が、

元気な高齢者として、元気に地域活動に参加しながら、自分たちの町を自

分たちの手でみんなで見守っていけたらと思います。 

解決したい課題 

 

① 個人情報保護法により参加者を募る活動にブレーキがかかっている。 

② 高齢者も若者も誰でも自由に参加して闊達な討論のできる場がない。 

③ コミニティーで大切なことは、仲間と思いを語ること、何でも聞いてあ

げる耳を持つこと、思いっきり泣き笑いすることでみんなでおなかの中

からストレスを全部抜くことのできる憩いの場所が必要です。 

④ 高齢者は健康管理と認知症の予防を学べる場所と指導者が必要です。 

⑤ 定年などで時間的に余裕のある人たちが集い語る場所、学ぶ場所、 

自分たちで何かを作ったり、研究ができるなど参加者みんなでワクワク

しながら模索して、各自が持つ経験やスキルを生かし、新しい発想、発

見を生み出すことにより新しい生きがいをつくるため学びの場が必要

です。 

解
決
の
方
法 

どこで 

① 公共の町内公民館、使用料無料の施設をさがす。（市内） 

② 無人の古民家を持主に交渉して借用する。 



    年  月  日 

どんなことをす

るか 

○○塾・・・「池鯉鮒塾」を設立する。（参加者で塾名は決める。） 

 

・みんなで知識を持ち寄りしてみんなで構成する真面目な雑学塾を設

立する。 

誰もが講師であり、誰もが塾生であるという、お互いに学び合う大人

同士の塾です。 

＜内容＞ 

・認知症の予防法を学び実践する 回想法を地域で実地する。 

・自由討論の場を作る。（おしゃべり、笑い、聞き上手の訓練） 

・歌声喫茶をする。（みんなが歌える昭和の歌声を復活する） 

・サークル作りを支援する。（趣味の読書会、映画鑑賞、絵画鑑賞 etc 

＜回想法とは＞ 
回想法とは、心理療法の一種で、過去の体験などを話すことで脳が刺激され本

人が癒される療法です。回想法には、脳を活性化させ、認知症の効果を遅らせ

る効果が認められています。昨今は、各市町村で取り入れられており、その効

果もなかなか評判もいいようです。家庭でも積極的に取り組むとよいでしょう 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

ま ち づ く り 委

員会の役割 

・○○塾（池鯉鮒塾）みんなで学ぶ雑学塾を設立する。 

・会員の募集（塾生、塾講師） 

・塾の活動目的を確立する。 

・回想法の研修会を開催する。回想法を定着させ、認知症を予防する。 

・歌声喫茶を定期的に開催し懐かしい７０年代の歌声で心を癒す。 

・交流会の場を作り、まちづくりへの意見を高齢者も若者も闊達な意見交

換し熱い知立市にする。 

 

地域組織・市

民活動団体な

どの役割 

・多くの人に参加していただけるように依頼してください。 

・「回想法」の研修に皆で参加して認知症の予防法を学んでください。 

・参加できる人に積極的に呼び掛け、みんなの大きな歌声が知立中に響く

ほど楽しい町にするように心がけてほしいです。。 

市民の役割 ・何かしたいがと思っている人は積極的に参加する。 

・「回想法」の研修に参加し将来認知症にならないように自分自身に認識す

る。 

・億劫がらずに、家庭の中にとじ込まら時に、毎日外出を心掛ける。みん

なとおしゃべりすることだけでも、心の健康を保つことを知る。 

・今、ここに参加することがまず、あなたの活動の一歩です。 

・自分の町を自分たちで守る意識を持ってもらいたいです。 



    年  月  日 
企業の役割 ・ 定年される職員さんに地域活動参加を指導していただきたいです。 

・地元の域活動に惜しみない協力と支援をお願いします。 

・地域活動学習に会社見学等で少しでも市民に学ぶ機会を与えてほしい。 

・この会に管理職の方々も積極的に参加してほしい参考意見をいただきた

いです。 

行政の役割 ・他市との多くの情報を活発に行い、惜しみなく提供し、最低限の軌道修

正をはかりながら、真面目な活動として奨励する。 

・活動に積極的に参加して、市民と同目線で活動して、苦楽を共に学んで

ほしいです。 

 

・官民の協働の天秤が均等化することが市民地域活動の励みになります。 

・市の広報紙で積極的にアピールして参加者を募ってほしいです。 

 

 



















 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （C グループ） 

日時点 27 年 2 月２５日 

メンバー 兼子しづ江 藤井敏彦 松川正弘 山中邦康 渡辺博樹 

大きなテーマ 住民の手でまちづくりを進める知立づくり 

 

 

取組のタイトル 

 

フェイスブックを活用した新たなコミュニケーション 

 

現状  昔とくらべ住民間の交流が気薄になったとよくいわれております。関わり

方については、もちろん人と人とが直接交流する事がベストだと断言でき

るでしょう。しかしながら個人情報の過保護や物騒な事件が発生している

などの理由で人づきあいに距離を置く方々が増えているのも周知の事実で

す。反面ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線を通じた交流は増加傾向です。既存のホームページ・

掲示板等を革新、新設するのも一つの策だといえます。しかし役所と市民

が情報を共有できているかという点で充分とはいえないでしょう。 

また大局的に捉えると政治的無関心、消極的志向も深刻な問題といえます。

そこで知立市として、どのようにして市民に知立市・市政・まちづくりに

興味を持って頂き、参加してもらうかという課題のなか、あらゆる媒体を

駆使していき、それらの解決や災害対策の強化など市民間と新たな交流の

場を作る必要があるのではないでしょうか。 

解決したい課題 

 

1.【双方向性】 

行政と市民の双方向のコミュニケーションを促すことにより 

市民目線の行政を実現できる。 市民と行政の「協働化」 

 

2.【即時性】 

即座に市民に対し情報提供ができる環境へ 

 

3.【公開性】 

透明性の高い行政を実現し、 

行政のアカウンタビリティ（説明責任）を高めることができる 

解
決
の
方
法 

どこで 

 

・ネット環境のある場所であれば何処でも可能 

・知立市に関連または関心が持たれるような場所 

 



 

どんなことをす

るか 

【Facebookとは】 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線を使用する双方向で情報受信が可能なｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

SNS（ｿｰｼｬﾙ・ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ・ｻｰﾋﾞｽ）の一つで(人と人とのつながりの上で、交

流する)という意味合いです。実名での登録が基本で個人、団体、施設等、

様々な方々が利用しております。写真や文面の投稿が可能で、友人や知り

合い同士でつながり、「いいね」ボタン、を介した反応コミュニケーション

や投稿に対してのコメント機能、自分以外の投稿をシェアするという機能

などが主な使用方法です。いずれも情報を一方から流すだけではなく双方

向でのやり取りが可能です。ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを有効活用し新たなｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙの

一つとして取り組む。 

 

【新たな取り組みとして成功させるためには】 

1.この取組みを誰が先陣を切るかという事を明確にする事が最も重要です 

それは知立市が先導なのか、市民先導なのかという二者択一です 

市が先導となる場合はプロジェクトに関わる主体とその役割は以下のとお

りです。 

2.市民が先導となる場合は必須条件として知立市に協力市民の公募をお願

い致します。この取組についてはモラルを持ち公正、公平な意見発信をで

きる方であれば募集人数の上限はありません。そうした知立まちづくり委

員を中心に関連団体との交渉や市民広報的な役割を担います。 

 

3.ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸに登録・立上げを行う事は５分程度で可能です 

しかし活きた情報交換をする場にするためには相応の働きかけが必須です 

方法として魅力あるページづくりを主体にコメントやシェア機能を活用し

能動的に情報発信していく事です。そのような活用をする団体・施設・個

人などが連携し相乗効果をあげていく事も重要です。 

 

【投稿機能の内容案】 

市長あいさつ・催し事・祭事・表彰発表・市民篤行者発表・知立よいとこ

写真コンテスト・天候・選挙・市議会内容・衛生関連・防災・まちづくり・

市営住宅・公売情報・歴史関連・特産品・ボランティア関連 等「何気な

い情報も公開することで行政を身近に感じてもらうこと」これも一つの取

り組みとなります。 



 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

 

 

 

ま ち づ く り 委

員会の役割 

・未登録の方はﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを新設する（名称は知立まちづくり委員など） 

・知立市又は知立市民に関連した投稿をする 

（営利を中心とした投稿をしてはならない） 

・市民が取組むまちづくり情報を中心に投稿をして知立市にｼｪｱやｺﾒﾝﾄを頂

けるようにしてゆく 

<例>活動報告・まちづくり参加市民を募集する 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍﾟｰｼﾞを活用し活動内容の打合せ等を行う 

・団体、施設に新たにﾌｪｲｽﾌﾞｯｸﾍﾟｰｼﾞを新設してもらうよう働きかける 

 

地域組織・市

民活動団体な

どの役割 

・未登録の場合ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを新設する（組織、施設名など） 

・知立市又は知立市民に関連した投稿をする 

（営利を中心とした投稿をしてはならない） 

・投稿に対し知立市、関連団体からｼｪｱまたはｺﾒﾝﾄを頂けるよう努める 

 

市民の役割 

・未登録の方はﾌｪｲｽﾌﾞｯｸの新設をする 

・知立市の情報投稿に注目し積極的な活動をする 

・ｺﾒﾝﾄ等行う場合、公的な場と心得て健全、公平、建設的な意見をする 

・知立市に関連した投稿を自ら行う 

（営利を中心とした投稿をしてはならない） 

 

企業の役割 

・未登録の場合ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを新設する（企業名など） 

・知立市又は知立市民に関連した投稿をする 

・営利を中心とした投稿をしてはならない 

・投稿に対し知立市、関連団体からｼｪｱまたはｺﾒﾝﾄを頂けるよう努める 



 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

行政の役割 

・ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを新設する（名称は知立市など） 

・広報ちりゅう、知立市のホームページ等で PRをする 

・ホームページ上でﾌｪｲｽﾌﾞｯｸをリンクさせる 

・市が率先してﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ内で投稿をする 

・グループページ等を活用して市民にアンケートをとる 

<例>市長あいさつ・催し事・祭事・表彰発表・市民篤行者発表・天候・

選挙・市議会内容・衛生関連・防災・まちづくり・市営住宅・公売情報・

歴史関連・特産品・ボランティア関連 等 

・市民に知立市を身近に感じてもらえるような投稿を心掛ける 

・知立市関連でﾌｪｲｽﾌﾞｯｸを既に活用している施設、団体と連携する 

・団体、施設に新たにﾌｪｲｽﾌﾞｯｸﾍﾟｰｼﾞを新設してもらうよう働きかける 

・新設の件は市長、市議会、町内会、市役所、部署又は個人ごとも含む 

・参加団体、施設の投稿に対し知立市が積極的にシェア、コメント機能を

活用して情報発信の厚みを図る 

・市民との意見交換を率先しておこなう 

・モラル情報等の管理 

・情報の発信、受信だけに留まらずﾀﾞｲﾚｸﾄかつｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰに物事が解決もし

くは発展するよう心掛ける 



 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （C グループ） 

日時点 27 年２月２５日 

メンバー 兼子しづ江 藤井敏彦 松川正弘 山中邦康 渡辺博樹 

大きなテーマ 住民の手でまちづくりを進める知立づくり 

 

 

取組のタイトル 

 

市民でつくる海抜表示 

 

 

現状  

 

東日本大震災以降、津波、洪水による人的被害を危惧する声が国民に浸透

している昨今、我がまち知立の防災意識はどうでしょうか。政府が掲げる

地震防災対策特別措置法（※資料 1）における災害対策を印刷物で配布、

掲示するという点において知立市洪水ハザードマップなどがあげられま

す。ところが住民に周知させるように努めなければいけない。という条文

に対し取組は充分だといえるでしょうか。東日本大震災後、被災地住民の

防災ハザードマップの認知率が２０％（※資料２）という結果。認知率の

低さは災害対策を持ちあわせていないのに等しく、甚大な被害数に比例し

たのではないでしょうか。これは行政任せにしている住民意識も理由の一

つにあがるのも事実です。ここで住民先導のもと行政機関等と連携を図り、

自らが進んで防災対策、防災意識を周知させる取組みをする事が解決の一

歩になるのではないでしょうか。しかし海抜表示を設置するにあったても

現状のまちづくり委員だけでは人員不足です。計画を実現するためには多

くの賛同者と共に行動に移す事からはじまります。（※資料３） 

 

 

解決したい課題 

 

 

1.【市民と行政の協働化】 

行政まかせから住民連携の防災対策を行い、 

住民の手でまちづくりを進める知立づくりにしてゆく 

 

2.【市民の防災情報認知率アップ】 

防災表示を市民が率先して取り組む事で、それらに携わる→見る→聞く

人へと波及させていけるようにする 

 

3.【防災対策の細分化】 

地域ごとに考え・行動できるよう細分化された防災対策へ 

 

解
決
の

方
法 

どこで 

・安心安全課・土木課等など担当部署と打合せが可能な会議室等 

・まちづくり委員、参画市民が集う会議室 

・防災表示設置場所（危険スポット・避難先施設等） 



 

どんなことをす

るか 

（仮題）市民でつくる防災・海抜表示 

 

1.【まちづくり協力市民の増員】 

知立市が窓口となって、まちづくり協力市民を公募する 

 

2.【市民先導の防災・海抜表示】 

市民先導で防災表示を手掛ける事で安全なまち知立 

防災意識の高い知立市を内外にアピールする 

だれもが分かる・知っている防災情報へ 

 

3.【多角的・能動的な知立市づくり】 

 いま実現させるためにはどのような方法で進行するか 

 人・物・予算・場所など現状はこうだが、この方法ならできる 

 という考えで進行していくようにする 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

 

 

 

ま ち づ く り 委

員会の役割 

【主に交渉役に徹する】 

 

行政に対して：実行（協力）委員の公募をして頂きメンバーの増員をする 

防災関連のデータ開示・設置許可・設置予算確保等の交渉等 

 

企業に対して：予算状況により設置資材・設置作業の援助を募る 

 

市民に対して：公募者と共に役割、進行方法を決定する 

 

地域組織・市

民活動団体な

どの役割 

進行状況により協力を求める 

 

 

 

市民の役割 

【まちづくり実行（協力）委員に応募し活動して頂く】 

【案】 

・調査班 10名程度（設置場所・設置方法、掲示内容等） 

・交渉班 3名程度（設置場所・設置方法、掲示内容等） 

・制作・設置班 15名程度 

 

上記の役割は掛けもち可能なため合計人数として 15 人程のメンバー構成

で実現可能と考えます 

 

企業の役割 進行状況、予算等によって海抜（防災）表示に使用する資材提供・設置協

力をお願いする。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

行政の役割 

1.【協力市民の公募】 

ホームページ・広報ちりゅう等でまちづくり実行委員の増員公募を大々的

にお願い致します。（公募様式は市の出版物として相応しい内容となるよう

添削等ご協力をお願い致します） 

2.【情報開示】 

海抜・標高・防災関連データの調査協力の徹底をお願い致します 

 

3.【設置許可】 

設置にあたり前向きな承諾をお願い致します 

 

4.【予算協力】 

予算申請があった場合、前向きな協力体制でお願い致します 



 2015 年 ２ 月 19 日          

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （ C グループ ） 

日時点  2015 年 2 月 ２５日 

メンバー 兼子しづ江 藤井敏彦 松川正弘 山中邦康 渡辺博樹  

大きなテーマ 住民の手でまちづくりを進める知立づくり 

 

取組のタイトル 朝市(仮称)開催 

(みんなが参加できる地域活動の推進) 

 

現状  ＊町内でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが不足している 

＊野菜を育てている人は野菜を消費出来なく近所の人に分けている。 

＊JAでの地元の野菜は安くて人気がある 

＊野菜の個人の販売量が少なくて売れば多少の収入になる 

＊野菜を育てている人に例えば山菜等をとってきたときあげると 

 後に野菜をくれたりする(昔ながらの助け合い) 

＊百姓をしている人は健康的 

＊家の近くで 1回/週でも近所で取れた安価で安心安全な野菜を 

 販売すれば収入にもなるし世代関係なく買いに来てくれ 

 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが活発になり地域との繋がりが感じれれるのでは、特に世代 

 間を超えたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが活発になると思われる。 

＊これからますます税・社会保障の負担がふえるがお金・物は確実に 

減る。お互い助け合い幸福感を感じる持続可能な取組を 

しなければいけない 

解決したい課題 

 

＊市民のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが出来ていない（特に若い世代と高齢者） 

＊ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが必要という意見が多いが効果的な手段がない 

＊近い将来、税・社会保障の負担が多くなり疲弊した世界になる 

 恐れがあり、幸福度の感じられる取組が必要(昭和 30・40年代 

 のようなお互いが助け合って生きていく) 

＊ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動では続かない、お互いに利益のある有償 

 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱのような取組みが必要 

解
決
の
方
法 どこで 

 

＊各町の公民館等でまずﾓﾃﾞﾙ地区で実施 将来 知立市の道の駅になり 

 うる取組にしたい。 刈谷のﾊｲｳｲｪｲｵｱｼｽは海老名 SAに次ぐ 2番目の 

 売り上げを達成した実績もあり立地条件としては知立市の方がよい 

 R23・R419・R1・R155と優位性はある。 

 将来収入は減るなか高速道路は無料化にならず、R23 が浜名ﾊﾞｲﾊﾟｽと 

 繋がれば日本中を見てもこんなに立地条件のいいとこは少ない 

 このﾁｬﾝｽを将来活かすしかない 

 



 2015 年 ２ 月 19 日          

どんなことを 

するか 

＊朝市の開催 

・各個人が育てた野菜・果物等、各個人が捕ってきたもの（魚貝類、 

山菜等）販売 

・安心・安全であり値段が安ければ全世代買いに来てｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが進む 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが進むとお互いに助けあえる環境が整う 

・地産地消が進み、これから収入減(年金額減)が予想される中、多少の 

収入になる 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

ま ち づ く り 委

員会の役割 

＊企画・運営方法ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ 

＊自ら実践、活動、参加、宣伝 

＊進捗状況確認（市各課担当部署、依頼しているところ） 

 

地域組織・市

民活動団体な

どの役割 

＊場所の提供 

＊宣伝 

＊備品の貸出 

＊広報 

＊ｱｽﾓﾙ知立、ﾊﾞｻﾞｰﾙ知立との連携 

 

市民の役割 ＊販売品の提供・販売 

＊集まった人への積極的なｺﾐｭﾆｹｼｮﾝ 

＊お互いに助け合う 

＊この仕組みを育てていこうという努力(なるべくここで購入) 

企業の役割 ＊ｽﾎﾟﾝｻｰ 

＊協賛品の提供 

＊企業も店を出して自分の会社と商品を PR 

行政の役割 ＊広報・PR 

＊備品・場所の提供(情報) 

 



 2015 年 ２ 月 20 日          

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （ C グループ） 

日時点  2015 年 2 月 25 日 

メンバー 兼子しづ江 藤井敏彦 松川正弘 山中邦康 渡辺博樹  

大きなテーマ 住民の手で街づくりを進める知立づくり 

 

取組のタイトル 廃棄物を使用したｶﾌﾞﾄﾑｼ飼育による環境ﾘｻｲｸﾙ 

(若者による地域活動の推進) 

 

現状  ＊環境ﾘｻｲｸﾙを喜んで体験出来る所が無い 

＊環境ﾘｻｲｸﾙ行っているところが少ない 

＊環境ﾘｻｲｸﾙ何をしていいかわかってない 

 

解決したい課題 

 

＊子供の教育に地域が関わりにくい感じがする 

＊身近にあるものを教育に生かされていないと思われる 

＊先人達の知恵が伝承されにくい環境である 

＊子供たちが喜ぶ事で環境ﾘｻｲｸﾙを体験させたい 

＊親・高齢者を巻き込む事でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが活発になる 

＊ｶﾌﾞﾄﾑｼ育てて売って資金を得る、廃棄物ﾘｻｲｸﾙで野菜・花を育てる 

 体験をして将来の役に立つ取組にしたい 

解
決
の
方
法 

どこで 

 

＊とりあえず来迎寺小学校で 

 将来は全小学校・中学校で取り組みたい 

 

どんなことを 

するか 

＊落葉（廃棄物）を使用したｶﾌﾞﾄﾑｼ飼育による環境ﾘｻｲｸﾙ 

 ・落葉(廃棄物燃えるｺﾞﾐ)を肥料に 

・ｶﾌﾞﾄﾑｼは子供に人気があり、進んでやりたくなり子供、親、 

高齢者と協力して活動しやすい 

 ・世代間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが進み地域の絆が強くなる 

・来迎寺小学校で環境は整っている、ｱｽﾓﾙ知立との連携も出来る環境 

にある。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と

そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

ま ち づ く り 委

員会の役割 

＊企画・運営方法ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ 

＊自ら実践、活動、参加、宣伝 

＊進捗状況確認 

＊この取組の講師として子供たちに教える 

＊ｱｽﾓﾙ知立の運営 SNSに取組を投稿 



 2015 年 ２ 月 20 日          
地域組織・市

民活動団体な

どの役割 

＊場所の提供 

＊宣伝 

＊備品の貸出 

＊広報 

＊ｱｽﾓﾙ知立、ﾊﾞｻﾞｰﾙ知立との連携 

  

市民の役割 ＊販売品の提供・販売 

＊集まった人への積極的なｺﾐｭﾆｹｼｮﾝ 

＊この仕組みを育てていこうという努力 

＊ｶﾌﾞﾄﾑｼの購入 

＊差し入れ(子供たちにお菓子など) 

＊この取組の講師として子供たちに教える 

 

企業の役割 ＊ｽﾎﾟﾝｻｰ 

＊ｶﾌﾞﾄﾑｼの購入及び販路の紹介 

＊備品の寄付 

行政の役割 ＊取組の紹介 

＊学校の授業に織り込む 

＊落葉、雑草のﾘｻｲｸﾙ推進 

ﾘｻｲｸﾙ推進するとこに補助金 

 

 



    年  月  日 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （ D  グループ）総括表 

日時点 2015 年  0２ 月 ２５  日 

メンバー 清水、杉原、丸谷、服部、柿原 

大きなテーマ 地域で子どもを育む知立づくり       

＜目指す地域の姿＞1.子どもは「地域の子ども」として一緒に育てていく意識づくり 

               2.子どもの知立市への愛着、生きる力、豊かな心を育む地域の場づくり 

               ３子育てをサポートする地域づくり 

 

取組のタイトル Ⅰ.子どもが地域で生きる力を育む機会の拡充 

Ⅱ.子育ち、親育ちをサポートする居場所づくり 

Ⅲ.支援者を得るための活動 

 

現状   近年、全国的に核家族化の進行、働き方の多様化等で家庭での教育力

が低下しており、子どもの成長に様々な問題が生じている。本市もその

例外ではない。そのため、子ども自ら考え工夫するような体験、多様な

世代との交流の場や機会を設けることが急務となっている。本市では、

そのような機会として、よいとこ祭り、市民マラソン、町対抗運動会等

様々なイベントが企画されているが、各々年 1 回の開催であり、多様な

世代との継続的な、そして子どもが地域の方と名前で呼び合えるような

密度の濃い関係性までには発展していない。また、市内のいくつかの町

では定期的に公民館でサロンを開催しているところもあるが参加者を高

齢者に限定しており、子どもたちが様々な知識・体験を豊富に持った高

齢者と接し、学ぶ機会とはなっていない。 

  一方で、高齢者も最近は、退職後に自宅に引きこもったり、同年代

の友人と出かけるにしても喫茶店で時間を潰したりと、地域の子どもた

ちと触れ合う機会がほとんどない方も多い。子どもたちにとって、様々

な知識・経験を豊富に持ったこのような人生の大先輩と触れ合い学ぶこ

とができない現状は実にもったいないことであるし、高齢者にとっても

子どもたちと有効に時間を使い、生きがいを持って生きることができれ

ば、精神面、身体面でも健康にとってプラスに働くはずであり、介護予

防の観点からもメリットは大きいと考えられる。子供と高齢者が集える

居場所としては、我々が見学したいくつかの例のように気軽に立ち寄れ

るコミュニティカフェのような場が望ましいと考える。 

 また、子どもたちにとっては、高齢者だけでなく、社会の一員である

精神・知的・身体障害者との接点を持って成長していくことの重要性も

あると考えられる。現在の市の障害者施策では、地域の子どもたちと触

れ合う機会がほとんどない。そのため、我々の考える居場所には障害者

の方々にも参加してもらう必要があると考えられる。これは障害者にと

っても社会復帰の場のひとつとなるであろう。 



    年  月  日 
 

 さらに、全国的に母親の子育て不安の増加、虐待認知件数の増加が懸

念されており、本市においても子育て中の親たちが安心して子どもを育

む事ができるよう重点的に様々な取り組みが行われているが、不安を多

く抱える母親の声を広く拾い上げることができているかわからない。市

内の大型施設では慈善事業として子育て相談室を週 1 回開催し、子育て

中の母親への育児相談等を行っており、買い物帰りに立ち寄れる気軽さ

から毎回多くの相談者が列を作って相談に訪れている。 

 

上記背景に基づき D グループは下記の個別施策を立案、状況調査、検討

を図る 

 ①牛田八幡社、祭礼の保育園児及び小学校児童の見学体験学習 

 ②愛教大生の学生による小学校児童への課外学習 

 ③スーパー「アピタ」内子育て相談室とのコラボレーションによる子 

  育て支援体制の拡充 

 ④コミュニティーカフェの創設 

 ⑤公園の増設（重原公園をモデルとして） 

 ⑥知立市ボランティアセンターとのコンタクト 

 

上記６項目を重要度、緊急度、難易度、実現性等精査し、「高齢者のひ

きこもり、孤独感解消」「子どもの躾、育児の不安解消、教育力の向上」

「障がい者の社会復帰」「子どもと大人、高齢者との交流の機会増大」を

目的として、あらゆる主体との協働推進を基本として、グループとして

の取り組むべき個別施策を下記 3項目に絞り、活動する事とした 

     設定項目）①、③、④項 

尚、②、⑤、⑥項は継続検討テーマとして取り扱う 

  

※ ①、③、④項の解決策等については別紙資料にて説明する。 

 



    年  月  日 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （ D  グループ）個別施策項目① 

日時点  ２０１５ 年 ０２ 月 ２５ 日 

メンバー 清水、柿原、杉原、服部、丸谷 

大きなテーマ 地域で子どもを育む知立づくり 

 

取組のタイトル 「牛田八幡社祭礼時の保育園児及び小学校児童の見学体験学習」 

 

現状   （目標） 

 

 

 

（現在までの活動） 

 

 

 

     

 園児、児童に氏神さんの祭礼を少しでも知ってもらい、その後に父兄

達にも活動が広がり、町全体での人の交流が広がる事をイメージ。その

活動を通じて、八幡社はゆうに及ばず他の神社でも本活動が広がり、結

果として、知名度が向上、ひいては知立市の活性化を目標とする。 

 12/13 口頭で町内役員に報告 

  2/ 3 平成 27年度日程表を町内保育園に提示 

  2/12 社会教育審議会委員との面談 意見を伺う 

町内会の役員からは非公式ながら了解は得ている。今後は当事者の園

児、児童達の参加が大きな宿題となる。 

 

  

解決したい課題 

 

・土曜日開催の祭礼に対しての園児、児童の参加が図れるか。 

・神社の知名度向上という目的にどう融合させるか。 

・父兄を初めとする大人達の参加をどう展開するか。 

解
決
の
方
法 

どこで 

 

 

 

どんなことを

するか 

・土曜日の対応が難しい場合、保育園、小学校の単位でなく地域子供会

の活動計 

画の一環として折衝する。 

・その場合、来迎寺コミュニティー協議会及び教育委員会との話合いも

必要 

・本計画が具現化した場合、広く PR する為に、“KATCH”による撮影と

放映が出来るように対応する 

・他の学区、神社にて本計画が広く知れわたり、活動が活性化出来るよ

う広報活動を推進する。 



    年  月  日 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

まちづくり委

員会の役割 

・B グループ、Ｃグループ活動と主旨が重なる部分がある。関連する

活動をお互いにタイアップして進め度い。 

 

 

地域組織・市

民 活 動団 体

などの役割 

・牛田町、来迎寺コミュニティー協議会、子供会連絡会等の協力を求

める。 

 

 

市民の役割 ・市民、町民の積極的な参画を求める。その為には広報活動が重要。 

 

 

企業の役割 ・企業で勤務する従業員に祭礼時にお参りされる様に、牛田町、八幡

社より依頼する。 

 

 

行政の役割 ・計画及び実施に於いて、広く市民に情報の提供と広報活動をお願い

する。 

 

 

 



    年  月  日 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （ D  グループ）個別施策項目③ 

日時点  2015   年  02  月  ２５ 日 

メンバー 清水、柿原、杉原、服部、丸谷 

大きなテーマ 地域で子どもを育む知立づくり 

 

取組のタイトル 「スーパーアピタ内子育て相談室とのコラボレーションによる子育て支

援体制の拡充」 

 

現状  （目標） ①現在、公的な育児相談は、知立市保健センターや子育て支援センター等

で十分に行われているが、実施場所や時間に制限がある。母親がもっと身

近でもっと気楽に相談できる場の創設を目指す。 

②しかしながら、施設の創設は容易ではないため、アピタ内で実施してい

る育児相談室（保健師 1 名が毎週金曜日、正午～午後 4 時まで、身長/体

重測定、育児相談等を実施中）との協働を目指す。 

③具体的には、育児相談室の空間や相談員、相談日時等の拡充や育児相談

だけでなく、母親、子ども同士の交流が図れる場づくりを目指し、買い物

ついでにふらっと気楽に立ち寄れる場所とする。 

 

  

解決したい課題 

 

・企業、市民、行政が協働して作り上げるモデルを目指す 

・アピタの経営方針、中期事業計画の中での判断を仰ぐ。そのためには、

商工会を通じ  

 てアピタと接触し、アピタの意向を確認する必要がある。 

・行政の種々な形態での支援を期待する。 

解
決
の
方
法 

どこで 

 

 

 

どんなこと

をするか 

【具体的行動実績】 

 12/5 アピタ内子育て相談室見学 

 1/23  商工会事務局長に面談 主旨説明と全面的な支援を要請 

 2/12 商工会理事会にて事務局長よりアピタ管理者に対し、本件の概要

を説明 

 



    年  月  日 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

まちづくり委

員会の役割 

次年度の個別施策の実行にあたり、多くの賛同者が参加し易いチーム

づくり。例えば、プロジェクトチーム、タスクチーム、研究（実行）チ

ームの発足。 

 

 

地域組織・市

民 活 動 団 体

などの役割 

 商工会、福祉協議会、地域市民活動団体よりの情報提供、アドバイス

等の支援を期待する。 

 

 

市民の役割  多くの子育て中のお母さんはもとより、本趣旨に賛同してくれる全て

の市民の集合を期待する。 

 

 

企業の役割 アピタへは、場所、相談員、相談時間や利用時間の拡充を依頼する。ま

た、アピタ及びその他の企業へは、従業員やその家族の積極的な利用を

声かける。 

子育て中の親子が利用する店舗にはチラシを設置し、周知を依頼する。 

行政の役割  アピタへ協働の依頼と同時に、主旨への賛同が得られ見通しがついた

場合に、人材あるいは資金面の補助など全面的な支援を求める。 

 アピタでの子育て相談室について市民だより等へ掲載依頼。 

 

 

 



    年  月  日 

知立市まちづくり委員会 プロジェクトシート （  D グループ）個別施策項目④ 

日時点   ２０１５  年  ０２  月  ２５  日 

メンバー 清水、柿原、杉原、服部、丸谷 

大きなテーマ 地域で子どもを育む知立づくり 

 

取組のタイトル コミュニティーカフェの創設 

 ～スローガン『乳幼児から高齢者までを!』～ 

現状 （目標）  ①現在、知立市では公民館等を利用して子ども向け、高齢者向けの居場所

は別々に存在するが、子供から高齢者まで一同に利用でき、年代を縦につ

なぐような居場所はない。赤ちゃんから高齢者が利用でき、いつ誰が来て

も、いつ帰っても自由であり、家でも学校及び職場でもない第３の居場所

づくりを目指す。そのようなコミュニティーカフェは子供たちにとって

は、かけがえのない遊び場、体験の場となり生きる力を育む場となるであ

ろうし、母親にとっては子育てのノウハウを自然と得られる場となるであ

ろう。さらに、障害者にとっては社会復帰の場に、高齢者にとっては、精

神的、身体的、社会的健康につながるであろう。 

②コミュニティーカフェの開設場所として、既存の公的施設がまずその第

1候補としてあがるが、利用時間や利用方法等に制約があるため、毎日開

設するのは困難である。また、たくさんの利用者を見込むのであれば人通

りが多く、利便性のいい場所が好ましい。これらの条件や家賃等を踏まえ、

コミュニティーカフェは立地条件の良い空き家を使用したい。 

③具体的な事業内容 

 ・食事、喫茶の提供 

 ・一人暮らし高齢者向けの弁当の配送（宅配） 

 ・高齢者（人生の先輩）が保有するスキル、技能、知識（おもちゃ病院、 

  釣り具作り、ミシンかけ体験、野菜作り等）を子どもたちに伝授し 

  交流できる場 

④法人格を取得することで、活動の輪を広げ、運営を効率よく行えるよう

にする。 

 

 

解決したい課題 

 

（課題を解決する 

為の行動） 

 

 

 

 場の確保（入手）、運営資金の調達、人材（スタッフ/技能を有する専門

家/賛同者）の確保が課題となるため以下の活動を行う。 

①行政、商工会、市民活動グループに情報の提供と支援を求める。 

②社会福祉協議会、ボランティア市民活動センターに、情報の提供と協働

できる団体、グループの紹介を依頼する。 

③施設立ち上げの為の体制が整わない場合は、計画の縮小または、暫定対

応として取りあえず行動を起こす 



    年  月  日 

解
決
の
方
法 

どこで 
 

どんなこと

をするか 

【具体的行動実績】 

・10/24  名古屋市“クニハウス”訪問 代表者と面談 精神障害者を含めた居場所づく 

     りの重要性について説明を受ける。 

・12/ 5  大府市“ふれあいの居場所みどり”訪問 代表者と面談 活動理念、活動方針 

     及び設立から運営までの苦労話を入手 我々の目標と合致する処が多く参考

に 

     する 

・12/11  知立市福祉協議会、ボランティア活動センター訪問 福祉に関わるニーズ、 

     及びボランティア活動状況情報を入手 

・12/26  グループ有志にて中間纏め実施 

・ 1/30  知立市内の空き家２軒見学 

・ 2/ 6  知立市内の空き家１軒見学 

・ 2/11  グループ有志にて最終計画の纏めの為、ミーティング 

・ 2/19  知立市ボランティア活動センター連絡会議オブ出席 

・ 2/20 知多市 南粕屋ハウス訪問 代表者と面談  

・ 3/ 8 塩尻市と知立市の交流会にパネリストとして、グループメンバー（丸谷） 

       出席予定 

 

 表 見学したコミュニティーカフェの特徴 

クニハウス 

（名古屋市） 

講座はほとんど開催せず、あえて何もしないことをモット

ーにしている。 

健常者、精神患者の境を作らない空間としている。 

ふれあいの居場

所 みどり 

（大府市） 

荒廃した畑で男性高齢者が耕作し、収穫物でランチを提供

している。 

利用者が有償ボランティアの援助者にも被援助者にもな

って支え合う仕組みである。 

南粕屋ハウス 

（知多市） 

地区組織の上部団体であるコミュニティが基盤となって

おり、法人格としないことで自由度を手に入れている。 

居場所を常設したことで、人と人がつながる場所となって

おり、困り事の相談を受けやすくなった。その解決には無

償ボランティアが対応しているが、人材には困っていな

い。 

 

 



    年  月  日 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
主
体
と
そ
の
役
割 

※該当する箇所に、各主体の役割を記載して下さい。 

まちづくり委

員会の役割 

 次年度よりの具体的な活動に向けて、より多くの賛同者が参加し、計

画がスムースに運ぶ様に、チーム編成の為の募集を活性化してほしい。 

 

 

地 域 組 織 ・

市民活動団

体 な ど の 役

割 

 社会福祉協議会、ボランティア活動センターを始めとして、ボランテ

ィアグループ、NPO法人等の諸団体よりの情報提供とノウハウの提供を

お願いしたい 

 

 

市民の役割  一緒に行動して頂ける賛同者、ファンとして一人でも多くの市民の方

に参加をお願いしたい 

 

 

企業の役割  計画の趣旨をあらゆる機会を通して理解を得て、賛助金、寄付金とし

て出資をお願いしたい 

 

 

行政の役割  設立時の資金調達支援、運営後の補助金の拠出支援を全面的にお願い

する 
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